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第１ 予算編成方針（抜粋）

３ 予算編成の基本的な考え方

平成２５年度の予算編成にあたっては、現下の行政環境と本市の厳しい財政状況を認

識した上で、限られた財源を重点的・効果的に配分する施策精選型の財政運営とし、全

体としては、歳入に見合った規模の通年型予算として編成する。

（１ 「八街市総合計画２００５」第２次基本計画との整合）

「八街市総合計画２００５」の基本構想で定められた将来都市像である「ひと・

まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた」の実現に向け、具体的な基本

施策に沿い、中期的な視野に立って課題を整理しながらこれに定める事業計画を着

実に推進することとする。

第２次基本計画も後半となり、仕上げの段階となることを踏まえて、計画に基づ

き十分検討を行う一方、情勢の変化に的確かつ機動的に対応しながら、最小の経費

で最大の効果が発揮できるように行うこと。

（２）行財政改革の確実な取り組み

平成２３年３月に策定された「八街市行財政改革プラン」を踏まえて、各取り組

みを着実に実施し行財政改革を推進するものとする。

特に、財源の確保については、歳入の根幹である市税の確保に努めるとともに、

受益者負担の適正化、新たな財源についても積極的に取り組むこと。

現行の事務事業全般にわたり、費用対効果の分析や執行方法等についても見直し

を実施し その成果を予算要求に十分反映させるものとし 安易に 新規事業 ・ 経、 、 「 」「

費増額」の要求を行うことなく 「スクラップアンドビルド」の原則の徹底を図るこ、

と。特に、歳出増または歳入減を伴う施策の新たな導入・拡充を行う際は、原則と

して、恒久的な歳出削減または恒久的な歳入確保措置により、それに見合う安定的

な財源を確保する、いわゆる「ペイアズユーゴー原則」によるものとする。

また、市が直接実施するよりも効率的・効果的なサービスが提供できるものにつ

いては、民間活力を積極的に活用すること。

（３）予算要求基準

「平成２５年度当初予算の編成について（通知 」及び「平成２５年度予算要求要）

領」に留意すること。

（４）年間予算の編成
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予算要求は、年間所要額をすべての事業別に見込み作成すること。なお、制度改

正等により緊急的に対応しなければならない事業ややむを得ない事情のあるもの以

外は、補正予算は原則として認めない方針であるので、予算見積もりは慎重に対応

すること。

（５）国・県制度に基づく予算要求

国・県の予算や地方財政対策、社会保障・税一体改革など制度変更等について、

動向把握を迅速かつ的確に行い、適切な対応を図ること。特に、今後の国の動向に

ついては、大きく変化することも予想されるので注視すること。

なお、国・県補助事業については、本来の事業主体の把握や制度内容について、

課内・部内等で十分検討し適正な活用に努めること。

（６）財源の積極的な確保

歳入の根幹をなす市税収入については、財源確保の面はもちろん、税負担の公平

性の観点から課税客体の的確な補足や債権確保に努め、さらなる収納率の向上に向

け、より一層の取り組みを強化すること。

また、国及び県補助金等の確保、使用料及び手数料の見直しを行い、受益者負担

の適正化に努めるとともに、市有財産の有効活用、新たな財源の創出・確保に取り

組むなど、財源確保に最大限努め、少額であっても遺漏なく計上すること。

（７）特別会計の財政運営

特別会計予算の編成についても、一般会計予算に準じるほか、これまで以上に使

、 、 。 、用料 保険税等の市民負担の適正化を念頭に置き 財源確保に努めること なお

独立採算を原則とすることや将来に向けた収支の健全化を重視し、安易に一般会計

、 。からの基準外繰入をすることがないよう 経営の合理化と経費の節減に努めること



平成２５年度  平成２４年度  増減額 伸率(%)

当初予算額　Ａ 当初予算額　Ｂ Ａ－Ｂ＝Ｃ Ｃ／Ｂ×１００

19,915,000 19,380,000 535,000 2.8

16,944,634 16,533,429 411,205 2.5

① 国 民 健 康 保 険 9,472,742 8,882,913 589,829 6.6

② 後 期 高 齢 者 医 療 374,903 370,431 4,472 1.2

③ 介 護 保 険 3,715,256 3,153,621 561,635 17.8

④ 学校給食センター事業 0 685,467 -685,467 -100.0

⑤ 下 水 道 事 業 1,885,895 1,381,828 504,067 36.5

⑥ 水 道 事 業 1,495,838 2,059,169 -563,331 -27.4

36,859,634 35,913,429 946,205 2.6

※平成２５年度から学校給食センター事業会計を一般会計に編入する

特 別 会 計 （Ｂ）

　合　　計（Ａ）＋（Ｂ）

（単位：千円）

第２　会計別予算規模

区　　　　　分

一 般 会 計 （Ａ）

－３－
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第３ 一般会計の状況

１ 概要

（１）予算規模

一般会計の当初予算規模は、１９９億１，５００万円で、前年度当初予算

と比べ、５億３，５００千万円、２．８％の増の規模となっています。

（学校給食センター事業特別会計を一般会計に組み入れた事による

３億３，６６５万２千円、１．７％増を含む）

（２）歳入

歳入については、市税のうち家屋新築分や償却資産の増の影響により固定

資産税が前年度対比、５，３８３万２千円の増、また、道府県たばこ税の一

部が市町村たばこ税に移譲されることから、市たばこ税が１，５５７万３千

円の増と、全体で１．５％の増収となります。

国庫補助金については、生活保護費負担金が前年度対比７，４５３万８千

円増、障害者福祉費負担金が４，０７４万７千円増、朝陽小学校改築関連が

４，５０１万２千円増となるなど、全体で１億５，０１５万８千円、５．０

％の増額となる見込みです。

市債については、朝陽小学校改築及び榎戸駅整備を始め起債充当可能な事

、 ， ， 、業を選定した結果 １６億９ ６９０万円で前年度対比１億３ ０６０万円

８．３％の増額となる見込です。

このほか、財源の調整をするための財政調整基金等の繰入金については、

前年度並みの、８億１，５３４万９千円の計上となります。

（３）歳出

歳出については、社会経済情勢の変化による生活保護費や対象者の増によ

る障害介護給付費など、社会保障関係経費としての扶助費が前年度対比１億

４，３２８万３千円、３．０％の増額を見込むほか、学校給食センター事業

特別会計を組み入れた事により、物件費が前年度対比４億９，６５３万７千

円、１６．９％の増額を見込んでおります。

このほか、投資的経費では、朝陽小学校改築整備事業、市道四木２８号線

道路改良事業、大池第三雨水幹線整備事業負担金、榎戸駅整備事業、中央公

民館南棟耐震補強工事などの事業費を見込んでおります。
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２ 歳入の状況

（単位：千円）

区 分 ２５年度当初 ２４年度当初 増 減 額 伸び率(％)

６，９２１，５７６ ６，８２０，１２３ １０１，４５３ １．５市 税

２０５，０００ ２０７，０００ △２，０００ △ １．０地 方 譲 与 税

５８７，０００ ６３５，０００ △４８，０００ △ ７．６地方消費税交付金

４０，０００ ３０，０００ １０，０００ ３３．３地方特例交付金

３，８４４，０００ ３，８１０，０００ ３４，０００ ０．９地 方 交 付 税

３，１２７，９７３ ２，９７７，８１５ １５０，１５８ ５．０国 庫 支 出 金

１，３２９，６８４ １，３０４，０２０ ２５，６６４ ２．０県 支 出 金

９１１，６９９ ９２４，１３１ △１２，４３２ △ １．３繰 入 金

１，６９６，９００ １，５６６，３００ １３０，６００ ８．３市 債

１，２５１，１６８ １，１０５，６１１ １４５，５５７ １３．２そ の 他

１９，９１５，０００ １９，３８０，０００ ５３５，０００ ２．８合 計

（１）市税

市税については 固定資産税の家屋新築分や償却資産の増 道府県たばこ税の一部が市、 、

町村たばこ税に移譲されることによる増と 前年度に比べて１億１４５万３千円の増額を、

見込みました。

① 個人市民税については 均等割において納税義務者数の微増を見込むものの 相変わ、 、

らずの景気の低迷により 所得割において現年度課税分で減額になり 前年度に比べて、 、

１５０万３千円の減額を見込みました。

② 法人市民税については 景気悪化の影響が見込まれるものの 税割において前年度に、 、

。比べて申告額が増加の見込みであることから２，７６５万６千円の増額を見込みました

③ 固定資産税については 評価替え翌年度ということもあり 家屋新築分の増が見込ま、 、

れまた 新規償却資産の増の影響もあり 前年度対比 ５ ２９２万４千円の増額を見、 、 、 ，

込みました。

④ たばこ税については、本数について過去の実績を考慮し、減少を見込んでいるもの

の 道府県たばこ税の一部が市町村たばこ税に移譲されることになっているため 前年、 、

度対比で１，５５７万３千円の増額を見込みました。
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（２）地方消費税交付金

地方消費税交付金については 地方税仮試算の伸びを見込まず 前年度の収入実績から、 、

前年度に比べて４，８００万円の減額を見込みました。

（３）地方交付税

普通交付税については 平成２５年度総務省概算要求額と平成２４年度総務省予算額と、

の比率が マイナス１ ４７％であることから 平成２４年度交付決定額から減額した額、 ． 、

を見込みました。

また 特別交付税については 平成２５年度総務省概算要求額と平成２３年度総務省予、 、

算額との比率が プラス０ ４７％でありますが 災害等の加算分を考慮し 平成２３年、 ． 、 、

度交付決定額より減額した額を見込みました。

＊普通交付税

平成２５年度当初予算額 ３，６７０，０００千円（≒3,725,091＊0.9853)

平成２４年度当初予算額 ３，６５０，０００千円

交付決定額 ３，７２５，０９１千円

＊特別交付税

平成２５年度当初予算額 １７４，０００千円（≒214,500＊1.0047*0.9*0.9)

平成２３年度交付決定額 ２１４，５００千円（例年分）

（※計算式：災害等を考慮して*0.9、留保財源確保として*0.9）

＊平成２５年度地方財政収支の仮試算より

・地方交付税 １７．５兆円（ 対前年度０．３兆円 １．５％減）

（４）国庫支出金

国庫支出金については 子ども手当負担金の減額があるものの 変わって児童手当負担、 、

金の増 社会保障関連による生活保護費 障害者自立支援給付費 児童保護措置費等負担、 、 、

金や朝陽小学校整備関連などが増加し 前年度に比べて１億５ ０１５万８千円の増額を、 ，

見込みました。
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＊前年度に比べ増となった主な国庫支出金

・生活保護費負担金 １，３２５，８３８千円 対前年度比 ６．０％増

・障害者自立支援給付費負担金 ５３１，４８０千円 〃 ６．４％増

・児童手当負担金 ８００，０２９千円 〃 １２．５％増

・児童保護措置費等負担金 ４９，６７２千円 〃 １１０．０％増

・道路橋りょう費補助金 ８４，３００千円 〃 ８７．３％増

・学校施設環境改善交付金 ２９，８１９千円 〃 ２３１．３％増

・公立学校施設整備費負担金 １７，１９６千円 〃 皆増

＊前年度に比べ減となった主な国庫支出金

・子ども手当負担金 (△154,149千円) ０千円 対前年度比 皆減

（５）県支出金

県支出金については 保育所運営費負担金 障害者自立支援医療費 緊急雇用創出事業、 、 、

臨時特例基金事業補助金の増加や新規として未熟児養育医療費負担金の計上に対し 安心、

こども基金事業費補助金 子宮頸ガン等ワクチン接種促進臨時補助金などの減もあり 前、 、

年度に比べて２，５６６万４千円の増額を見込みました。

＊前年度に比べ増となった主な県支出金

・緊急雇用創出事業臨時特例基金事業補助金

９６，３４４千円 対前年度比２１６．９％増

・障害者自立支援医療費負担金 １６，７８７千円 〃 ３５．７％増

・障害児通所給付費負担金 ３２，７７８千円 〃 ５４．６％増

・保育所運営費負担金 ２４，３３６千円 〃 １０９．１％増

・児童手当負担金 １８３，０１３千円 〃 １２．６％増

・未熟児養育医療費負担金 ７２９千円 〃 皆増

・参議院議員選挙執行委託金 ２４，５１８千円 〃 皆増

＊前年度に比べ減となった主な県支出金

・子ども手当負担金 (△30,249千円) ０千円 対前年度比 皆減

・安心こども基金事業費補助金(△57,208千円) ０千円 〃 皆減

・子宮頸ガン等ワクチン接種促進臨時補助金

(△21,440千円) ０千円 〃 皆減

・千葉県知事選挙執行委託金 (△22,061千円） ０千円 〃 皆減
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（６）繰入金

繰入金については、財源として活用可能な基金を活用した結果、前年度に比べて

１，２４３万２千円の減額を見込みました。

①財政調整基金

財源の年度間調整のため 将来を見据えながら一定の残高を維持することを前提として、

活用しています。

＊平成２５年度当初取崩額 ８億１，５３４万９千円

【財政調整基金の残高の推移】

平成１９年度末 １，３９４，３８４千円

平成２０年度末 １，１９７，２８３千円

平成２１年度末 ８１９，５１４千円

平成２２年度末 ９４５，４６４千円

平成２３年度末 １，３８５，６８８千円

平成２４年度１２月補正後 １，０５１，８０７千円

②特定目的基金の活用

市の施策を着実に進めるために積み立てた特定目的基金を取り崩すことにより 必要な、

財源を確保します。

・減債基金 取崩額 １０，０００千円

・塵芥処理施設建設改良基金 取崩額 １０，０００千円

・用排水路建設改良基金 取崩額 ３７，９７２千円

・教育施設建設改修基金 取崩額 ３０，４９３千円

・東日本大震災復興基金 取崩額 ７，８８５千円

【特定目的基金の残高】

・平成２４年度１２月補正後 ２７１，２５８千円（土地開発基金除く)
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（７）市債

市債については 将来の負担にも配慮し 起債の対象となる事業を選定しながら計上す、 、

るとともに 臨時財政対策債の発行可能額を見極め計上した結果 前年度に比べて１億、 、

３，０６０万円の増額を見込みました。

単位：千円

地 方 債 名 借 入 額 対前年度比

◇臨時財政対策債 １，２００，０００ ３０，０００増

◇衛生債 ２７，４００ ６，０００増

上水道事業出資債 ２７，４００

◇土木債 ２９７，８００ １００，０００増

市道四木２８号線道路改良事業 ２３，７００

道路改良事業 ７５，８００

大池第三雨水幹線整備事業 １１９，２００

大池第三雨水幹線整備事業（県貸付） ２７，８００

榎戸駅整備事業 ５１，３００

◇消防債 ２７，６００ ９００減

水槽・小型動力ポンプ付積載車整備事業 １４，２００

消防機庫建設事業 １３，４００

◇教育債 １４４，１００ ８３，２００増

朝陽小学校改築事業 １３３，２００

中央公民館南棟耐震補強事業 ９，１００

中央公民館改修事業 １，８００

◇民生債 ０ ２２，３００減

保育園施設整備事業 ０

◇借換債 ０ ６５，４００減

借換債 ０

○市債の状況 ＊平成２４年度は見込 （単位：百万円）

年 度 年度末残高 借入額 うち臨財債 元金償還額

１９年度 ２２，７４８ １，３６８ ６３９ １，９３９

２０年度 ２１，６２６ ８１４ ５９９ １，９３６

２１年度 ２０，７０９ １，１６８ ９３０ ２，０８５

２２年度 ２０，２７１ １，７４１ １，３９１ ２，１７８

２３年度 １９，４５１ １，３６６ １，１６０ ２，１８７

２４年度 １９，００１ １，７８２ １，１７０ ２，２３２
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３ 歳出の状況

（単位：千円）

区 分 ２５年度当初 ２４年度当初 増 減 額 増減率(％)

４，４０４，５５０ ４，２５８，０３２ １４６，５１８ ３．４人 件 費

３，４３８，９３５ ２，９４２，３９８ ４９６，５３７ １６．９物 件 費

４，９８３，００４ ４，８３９，７２１ １４３，２８３ ３．０扶 助 費

１，８７６，３８６ １，８６３，５４２ １２，８４４ ０．７補 助 費 等

８６５，５６６ ８４２，７２９ ２２，８３７ ２．７普通建設事業

３８９，６４８ ４８，３５０ ３４１，２９８ ７０５．９うち補助分

４７５，９１８ ７９４，３７９ △３１８，４６１ △４０．１うち単独分

２，４７６，１７８ ２，５１８，０４８ △４１，８７０ △１．７公 債 費

１，６２７，６１８ １，８３４，９０２ △２０７，２８４ △１１．３繰 出 金

２４２，７６３ ２８０，６２８ △ ３７，８６５ △１３．５そ の 他

１９，９１５，０００ １９，３８０，０００ ５３５，０００ ２．８合 計

（１）人件費

人件費については 定期昇給による増額を見込んだことに加え 学校給食センター事業、 、

特別会計分が加算されたため 前年度に比べて１億４ ６５１万８千円 ３ ４％の増と、 ， 、 ．

なりました。なお、管理職手当については、引き続き２０％の削減を行います。

（２）物件費

、 、 ， 、物件費については 全庁的な見直しの結果 １ ０００万円程度の減額となりましたが

学校給食センター事業特別会計分が加算されたため 前年度に比べて４億９ ６５３万７、 ，

千円、１６．９％の増となりました。

（３）扶助費

扶助費については 高齢者及び障害者に対する給付事業費 生活保護費などの増によ、 、

り、前年度に比べて１億４，３２８万３千円、３．０％の増となりました。

（４）普通建設事業

普通建設事業については 補助事業である朝陽小学校改築工事の増や 大池第三雨水幹、 、

線整備事業負担金 市道四木２８号線道路改良事業 榎戸駅整備事業 中央公民館南棟耐、 、 、

、 ， 、 ． 。震補強工事などにより 前年度に比べて２ ２８３万７千円 ２ ７％の増となりました
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（事業等名の記号： ◎」新規の事業 「○」充実の事業 「◇」継続の事業 「～リーディングプラン～ ）第４ 主な事業 「 、 、 、 」

一の街 めざします！ 便利で快適な街

予算額：千円
事 業 等 名 内 容 担 当 課 (対前年比)

◎榎戸駅整備事業費 榎戸駅自由通路整備及び駅舎橋上化に係る事業費 都市整備課 106,385

～魅力創造プラン～ ・自由通路整備及び駅舎橋上化基本設計業務 (+106,385)

36,062千円（平成24年度～25年度継続費）

・自由通路整備及び駅舎橋上化詳細設計業務

68,500千円（平成25年度～26年度継続費）

・土地賃借料 1,035千円

・不動産鑑定手数料 788千円

◇八街駅北側地区土地区画整理事業費 八街駅北側地区土地区画整理事業に係る事業費 駅周辺整備室 5,476

～魅力創造プラン～ ・清算業務に伴う交付金 3,945千円 (▲12,684)

・土地賃借料 1,531千円

◇都市施設管理費 八街駅自由通路及び八街駅前広場の維持管理に要する経費 都市整備課 15,576

・管理業務委託 (▲6,335)

・監視カメラ保守業務

○道路整備事業費 ①道路整備事業費 193,778千円 道路河川課 218,778

・道路改良工事（単独分） 10,000千円 (+33,357)

・道路改良工事（交付金分）168,600千円

市道１１６号線・市道１０２号線・市道１１４号線

市道２１０号線

・測量調査業務等

②市道四木２８号線道路改良事業費 25,000千円

・平成２１年度から実施している市道四木28号線

道路改良事業に要する経費

・道路改良工事 Ｌ＝１３０ｍ

◇ふれあいバス運行事業費 市民の利便性の向上を図るためのふれあいバスの運行に要 企画課 48,854

～魅力創造プラン～ する経費 (0)

・バス５路線・・・南・西・中・北・街コース

◇公共交通対策費 本市における市内全域の公共交通に関する協議を行う 企画課 400

・地域公共交通協議会 (▲6,102)

二の街 めざします！ 安全で安心な街

予算額：千円
事 業 等 名 内 容 担 当 課 (対前年比)

◇交通安全施設整備事業費 交通安全対策に必要なカーブミラー等の交通安全施設の整 防災課 3,106

～安心快適プラン～ 備を行うこととする (▲2,788)

・カーブミラーの設置等 1,004千円

φ６００：１面４基：２面２基、φ８００：１面３基

：２面１基、自発光式道路鋲：１基）

・カーブミラー等修繕及び原材料 2,102千円

◇交通安全条例に基づく施策の推進 市民一人ひとりの交通安全意識を高めるとともに、関係機 防災課 1,252

～安心快適プラン～ 関との連携により交通事故のない安全なまちをつくる経費 (▲2,209)

◇佐倉市八街市酒々井町消防組合費 佐倉市八街市酒々井町消防組合の運営に係る分担金 防災課 1,118,103

・常備消防費分担金 1,073,020千円 分担率 28.49％ (▲68)

・庁舎建設費分担金 428千円 分担率 28.49％

・長期債償還分担金 44,655千円 事業別に負担
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予算額：千円
事 業 等 名 内 容 担 当 課 (対前年比)

◇消防施設・設備整備事業費 非常備消防（消防団）の充実を行う 防災課 35,565

①消防施設整備事業費 19,988千円 (▲5,536)

・第１６分団消防機庫建設費

地質調査・新築工事・現機庫解体工事等

②消防設備整備事業費 15,577千円

水槽付き小型ポンプ積載車(第８分団)

◇避難場所整備事業費 災害に備えるため防災備蓄倉庫、備蓄用資機材の整備を行 防災課 10,300

～安心快適プラン～ う (+8,258)

・防災備蓄倉庫の整備(備蓄用資材含)

・災害対策用品

◇自主防災組織運営費 市民の自主防災組織運営に対する補助金 防災課 500

自主防災組織整備事業資機材購入補助金 (0)

◇住宅耐震化促進事業費 耐震診断費補助金・・・１０件分 上限８万円 都市計画課 3,800

～安心快適プラン～ 耐震改修費補助金・・・１０件分 上限３０万円 (0)

◇防犯灯設置事業費 市民の安全のために防犯灯の設置を行う 防災課 2,101

～安心快適プラン～ ・ＬＥＤ灯１０ｗ ４０基（新設分） (▲1,224)

・ＬＥＤ灯２０ｗ ２４基（通学路整備分）

◇防犯対策費 安全で安心なまちづくりのための経費 防災課 27,713

～安心快適プラン～ ・防犯灯管理費（光熱水費・修繕料） (+4,513)

・青色回転灯付き防犯パトロール車に係る経費

◇消費生活対策費 消費生活の向上を図るため消費生活相談員を設置 商工課 2,945

～安心快適プラン～ ・消費生活センターの設置(相談日：週５日) (▲3,594)

三の街 めざします！ 健康と思いやりにあふれる街

予算額：千円
事 業 等 名 内 容 担 当 課 (対前年比)

◇母子保健費 ①母子保健指導事業費 7,895千円 健康管理課 331,053

～安心快適プラン～ ・母親学級、乳児相談、２歳児歯科健康診査など相談・教 (+78,374)

育活動を行う

②妊婦・乳児健康診査事業費 45,408千円

・母子保健法に基づき母性及び乳児の健康の保持増進を図

るため、妊婦・乳児健康診査を行う

・妊婦健康診査公費負担回数 １４回

③１歳６ヶ月・３歳児健康診査事業費 3,788千円

・医師、歯科医師による健康診査及び保健師等による相談

指導を行う。また、乳幼児の食生活の基礎づくりを図る

ため、栄養士・保健推進員による食生活指導を行う

○ ④子ども医療費助成事業費 266,875千円

・中学校３年生までの医療に要する費用を助成することに

より、子どもの保健対策、保護者の経済的負担の軽減等

を図り、子育て支援体制の充実を図るなお、昨年末から

現物給付方式を導入

助成対象・・中学校３年生までの子ども

⑤児童医療費助成事業費 3,427千円

・児童の医療に要する費用を助成することにより、児童の

保健対策、保護者の経済的負担の軽減等を図り、子育て

支援体制の充実を図る

助成対象・・小学校４～中学校３年生までの子ども

※平成２４年１１月３０日診療までで終了し、子ども医

療費助成事業に移行



- 13 -

予算額：千円
事 業 等 名 内 容 担 当 課 (対前年比)

◎ ⑥未熟児養育医療事業費 3,660千円

・未熟児の養育医療に要する費用の支給

年間想定 １２人

◎病院医療機器整備事業補助金 医療機器整備に係る成田赤十字病院への補助 健康管理課 6,925

北総地域の中核病院として機能の充実と強化を図る (+6,925)

印旛保健医療圏構成市町による補助（救急患者割＊2/3）

Ｈ２５年度：126,659,800円＊8.2/100＊2／3

◇後期高齢者医療健康診査受託事業費 ７５才以上の方の健康診査を千葉県後期高齢者医療広域連 健康管理課 7,327

～安心快適プラン～ 合から業務委託を受け実施 (▲222)

健康診査（問診、身長、体重、ＢＭＩ、血圧、

診察(理学的所見)、脂質、肝機能、糖尿、

生化学的検査判断、尿検査）

◇健康増進事業費 各種がん検診等を実施し、疾病の早期発見に努め、また予 健康管理課 78,079

～安心快適プラン～ 防に関する知識の普及を図る (▲6,211)

・がん検診

胃がん、大腸がん、子宮頸がん、前立腺がん

乳がん(マンモグラフィ、エコー)、 肺がん、

・がん検診推進事業・・・一部無料化(無料クーポン券)

補助事業（国１／２）

子宮頸がん(20・25・30・35・40歳の女性)

乳がん(40・45・50・55・60歳の女性)

大腸がん(40・45・50・55・60歳の男性、女性)

◇地域包括支援センター関連経費 要介護状態となるおそれの高い被保険者を把握し、要介護 介護保険課 50,978

～安心快適プラン～ 状態となることを予防するための経費 (+3,413)

・介護予防事業

対象者の把握・運動器の機能向上・口腔機能の向上等

・包括的支援事業

高齢者相談把握業務・配食サービス事業

派遣職員経費・おむつ支給

・介護予防支援業務

居宅介護支援事業所に一部委託

◇予防費 感染症の発生、蔓延を予防するために各種予防接種を行う 健康管理課 150,344

～安心快適プラン～ ・各種予防事業 (▲10,860)

ＢＣＧ、麻しん・風しん、四種混合、三種混合、

日本脳炎、二種混合、インフルエンザ等

・子宮頸がん予防ワクチン接種

中学１年から高校１年生までの女子に対して、子宮頸

がんを予防するため、子宮頸がん予防ワクチンの接種

費用の全額を助成

・ヒブワクチン、小児肺炎球菌ワクチン接種

０歳から４歳児までの小児細菌性髄膜炎を予防するた

め、ヒブワクチンと小児肺炎球菌ワクチンの接種費用

の全額を助成

・高齢者肺炎球菌ワクチン接種

75歳以上の高齢者の肺炎球菌による肺炎の重症化等を

防ぐため、肺炎球菌ワクチンの接種費用の一部を助成

◇後期高齢者医療事業費 千葉県後期高齢者医療定率市町村負担金等 国保年金課 383,687

(+21,821)

◇後期高齢者医療特別会計繰出金 後期高齢者医療特別会計への繰出金 国保年金課 91,959

(+4,984)

◇市社会福祉協議会運営事業補助金 市民と協力し一体となり、市の社会福祉活動の推進を行う 厚生課 21,926

(+523)
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予算額：千円
事 業 等 名 内 容 担 当 課 (対前年比)

◇生活保護費 生活に困窮する世帯に対し、健康で文化的な最低生活を保 厚生課 1,775,965

障するため、最低生活に不足する部分の援助を行う (+99,383)

・生活扶助費 574,224千円

・住宅扶助費 243,126千円

・医療扶助費 876,539千円

・その他の扶助費 82,076千円

・生活保護の状況

保護世帯数 保護人数 前年度比

２０年度末 ４０１世帯 ６０１人 ６．４％増

２１年度末 ４９３世帯 ７１５人 １９．０％増

２２年度末 ５９１世帯 ８７１人 ２１．８％増

２３年度末 ６５６世帯 ９４１人 ８．０％増

２４年９月末 ６８０世帯 ９８３人

◇保育園の管理運営 円滑で充実した保育運営のための環境整備及び環境保全の 児童家庭課 411,791

～次代の人づくりプラン～ 向上を図る (▲13,114)

・市立保育園・・・八街・実住・朝陽・交進・二州第一

二州第二

・私立風の村保育園分

運営委託料・・・66,021千円

特別保育にかかる補助金・・・17,559千円

定員・・・６０人

◎ ・私立(仮)八街かいたく保育園分

運営委託料・・・63,385千円

特別保育にかかる補助金・・・16,197千円

定員・・・６６人

・管外保育分

運営委託料・・・9,962千円

◇児童手当支給費 次世代の社会を担う子ども一人ひとりの健やかな育ちを社 児童家庭課 1,168,218

～次代の人づくりプラン～ 会全体で応援する観点から、中学校修了までの児童を対象 (▲79,485)

に手当を支給

Ｈ２４：子どものための手当支給費 ・３歳未満：月額１５，０００円（ ）

・３歳以上から小学校修了まで

第１子・第２子：月額１０，０００円

第３子以降：月額１５，０００円

・中学生：月額１０，０００円

・所得制限世帯：月額５，０００円

※Ｈ２４年度予算額

児童手当支給費 １６０千円

子ども手当支給費 ２０７，３００千円

子どものための手当支給費 １，０４０，２４３千円

◇児童福祉総務費 児童の心身の健全な育成を図るため、児童の相談等を行い 児童家庭課 4,132

家庭児童福祉の向上を図る (+192)

家庭児童相談員(２名)

母子自立支援員(１名)

◇児童クラブ管理運営費 昼間保護者のいない家庭の小学校低学年児童に対し 育成 児童家庭課 64,816、 、

指導、遊びによる発達の助長などに係るサービスを行い、 (+202)

児童の健全育成を図る

第一八街児童クラブほか１１カ所の児童クラブの管理運営

の委託

第一八街・第二八街・八街北・川上・第一朝陽

第二朝陽・第三朝陽・交進・二州・笹引・沖・八街東

・委託先：八街市社会福祉協議会
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予算額：千円
事 業 等 名 内 容 担 当 課 (対前年比)

◇児童扶養手当支給費 父又は母と生計を同じくしていない１８歳に達する年度末 児童家庭課 373,754

～次代の人づくりプラン～ までの児童を養育している親又は養育者を対象に支給 (▲30,159)

・手当額（所得制限あり ・・・平成２４年４月現在）

児童数 全部支給 一部支給

１人 41,430円 41,420円～9,780円

２人 5,000円を加算

３人以上 １人増加するごとに3,000円を加算

・支給者状況

母子家庭 父子家庭

平成２１年１０月末 ６８２人 －

平成２２年１０月末 ７２０人 １９人

平成２３年１０月末 ７４４人 ３９人

◇母子援護対策費 母子家庭又は父子家庭等の経済的負担を軽減するため、 児童家庭課 19,754

～次代の人づくりプラン～ 医療費等に係る自己負担分に対し助成 (▲677)

・ひとり親家庭等医療費の助成 １５，９６２千円

・対象者 ①母子家庭の母・父子家庭の父及び

１８歳の年度末までの児童

②父母のいない１８歳の年度末までの児童等

・母子生活支援施設入所委託 １，５７９千円

◇市老人クラブ活動補助金 高齢者の社会参加や生きがい・健康づくりを支援するため 老人福祉 1,587

～安心快適プラン～ 各種活動に対して補助 センター (▲119)

◇老人福祉費 ①高齢者福祉諸費 473千円 福祉課 58,221

～安心快適プラン～ ・老人ホームへの入所措置に係る経費 (▲1,990)

・ひとり暮らし高齢者等訪問業務

・２市１町ＳОＳネットワーク連絡協議会負担金

②老人ホーム入所援護対策費 3,655千円

・６５才以上の方で環境上の理由及び経済的理由により在

宅で生活を続けることが困難な場合に養護老人ホーム等

に入所措置を行い、養護に必要な指導や訓練を行う

・養護老人ホーム入所措置者・・・２人

③在宅老人援護対策費 9,582千円

・はり、きゅう、マッサージ等施設利用料の助成

④緊急通報装置設置管理事業費 21,447千円

・高齢者のみの世帯等に急病等の際、容易に通報できる装

置を設置し、在宅生活を支援

・設置状況 平成２２年度・・・・・３８４台

平成２３年度・・・・・４４７台

平成２４年度９月末・・４６０台

⑤敬老事業費 13,403千円

、 、・高齢者に敬意を表し ７５才以上の方を敬老会に招待し

また、結婚５０周年を迎えた夫婦に対してお祝いをする

経費

⑥長寿祝金支給事業費 9,661千円

・満８０歳、満８８歳、満９９歳、満１００歳の高齢者を

対象に長寿をお祝いし、祝い金を支給する。

満８０歳・・４５３人 満８８歳・・２２２人

満９９歳・・１１人 満１００歳・・５人

◇介護保険特別会計繰出金 介護保険特別会計への繰出金 介護保険課 494,084

(+69,713)
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予算額：千円
事 業 等 名 内 容 担 当 課 (対前年比)

◇障害者福祉費 ①障害者福祉諸費 2,491千円 福祉課 1,367,408

・障害福祉に関する諸経費 (+58,457)

②幼児ことばの相談室運営費 1,632千円

・就学前の幼児を対象に言葉のことで問題を持つ、あるい

は、持つと思われる幼児に対し相談を受け、少しでも問

題や障害を軽減できるよう指導・援助するための経費

③障害者自立支援給付事業費 1,131,583千円

・障害者に対し介護給付、訓練等給付の福祉サービスの提

供、自立支援医療費（更正医療）の給付、失われた身体

機能を補完する補装具の費用の支給等を行う

・障害介護給付費 916,886千円

・自立支援医療費 67,150千円

・補装具給付費 14,962千円

④介護給付費等認定事業費 3,279千円

・障害者自立支援給付に係る障害程度区分認定等に要する

経費

⑤在宅障害者福祉費 23,012千円

・障害者が利用する作業所やグループホーム・生活ホーム

等への支援と日常生活用具取付費用の助成により、地域

における自立の支援及び福祉の増進を図るための経費

⑥地域生活支援事業費 46,645千円

障害者がその有する能力や適性に応じ自立した日常生活

を営むことができるよう、利用者の状況に応じた柔軟な

事業形態による事業を実施する

・手話通訳者賃金 1,109千円

・知的障害者職親委託 2,880千円

・日常生活用具給付費 14,500千円

・日中一時支援事業費 18,028千円

・その他

⑦重度心身障害者（児）医療費助成事業費 97,800千円

・身体障害者手帳１，２級又は療育手帳Ａ関係を所持する

障害者に対し、医療機関において受診した際の自己負担

分を助成

⑧福祉年金・手当等給付事業費 44,082千円

・在宅の重度知的障害者、ねたきり身体障害者を養護して

いる者に対する手当及び常時特別の介護を要する重度重

複障害者に対する手当等の経費

⑨障害者手帳交付診断料等助成費 840千円

・障害者手帳取得申請に必要な診断書作成に要した費用の

一部を助成

⑩難病療養者支援事業費 9,758千円

・千葉県小児慢性特定疾患治療研究費受給券、特定疾患医

療受給者票、先天性血液凝固因子障害等受給者証の交付

を受けている者に対する見舞金支給経費及び在宅の難病

患者等に対する日常生活用具給付に要する経費

⑪障害者交通費助成費 6,286千円

・障害者に対し交通費を助成することになどにより、障害

者の経済的負担を軽減する。

・障害者通所施設交通費助成費 3,718千円

・障害者福祉タクシー利用助成費 2,568千円
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予算額：千円
事 業 等 名 内 容 担 当 課 (対前年比)

◇介護保険給付費 要介護・要支援の認定者が利用する介護サービスに係る保 介護保険課 3,634,014

～安心快適プラン～ 険給付事業の経費 (+561,346)

・介護サービス等諸費給付事務 3,248,855千円

・介護予防サービス給付事務 126,000千円

・高額介護サービス費給付事務 70,914千円

・高額介護予防サービス費給付事務 300千円

・高額医療合算介護サービス費給付事務 9,636千円

・高額医療合算介護予防サービス費給付事務 300千円

・審査支払手数料 3,327千円

・特定入所者介護サービス等諸費給付事務 174,682千円

◇つくし園管理運営費 児童福祉法に基づき、心身に発達の遅れ等がある就学前の つくし園 4,295

児童を対象に親子で通園し、楽しいふれあい遊びや生活指 (▲181)

導を行い、学校での集団生活や社会参加ができるよう支援

○就労支援業務 保護者、要保護者に対し、就労相談員が専門的な立場から 厚生課 6,604

就労の実現に必要な支援を行い、就労意欲の喚起及び自立 (+4,305)

の助長を図る ・就労支援相談員 １名

◎生活保護システム導入費 生活保護システムを更新するにあたり、台数を増やすとと 厚生課 3,705

もに処理能力を増強させ、情報の共有化はもちろん処理時 (+3,705)

間の短縮化、事務の効率化を図る

・生活保護システムの賃借料 ３，５２０千円

国：セーフティーネット支援対策等事業費補助金

１０／１０補助

・ＬＡＮ配線工事 １８５千円

◇緊急特別措置事業住宅手当 離職者であって就労能力及び就労意欲のある者のうち、住 厚生課 4,552

宅を喪失している者等に対し、住宅手当を支給することに (▲4,566)

よる、住宅及び就労機会の確保に向けた支援

◇国民健康保険給付費 一般被保険者及び退職被保険者の疾病及び負傷に対して保 国保年金課 6,299,054

険給付を実施し、受給者の経済的負担を軽減する (+541,116)

・一般被保険者療養給付費負担金 5,046,811千円

・退職被保険者等療養給付費負担金 424,071千円

・一般被保険者療養費負担金 53,307千円

・退職被保険者等療養費負担金 3,287千円

・審査支払手数料 16,245千円

・一般被保険者高額療養費負担金 609,715千円

・退職被保険者等高額療養費負担金 69,080千円

・出産育児一時金支払費 67,234千円

・葬祭費支払費 9,300千円

・その他

◇後期高齢者支援金 後期高齢者医療へ若年世代から支援 国保年金課 1,346,412

(+3,338)

◇特定健康診査等事業費 被保険者のうち、４０歳から７４歳までの特定健康診査検 国保年金課 40,167

診に係る経費 (▲2,588)

◇後期高齢者医療広域連合負担金 後期高齢者医療の被保険者に医療給付を行う千葉県後期高 国保年金課 369,185

齢者医療広域連合への納付金 (+4,103)

○保健衛生普及費 被保険者が総合的な健康診断を受けることにより、疾病の 国保年金課 7,875

早期発見 早期治療及び生活習慣の改善を目指すとともに (+2,225)、 、

健康保持増進を図るため費用の一部を助成

・人間ドックの助成

対象者：４０歳から７４歳まで

助成額：費用の１／２ （限度額：２０，０００円）

助成人数：３００人分
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四の街 めざします！ 豊かな自然と共生する街

予算額：千円
事 業 等 名 内 容 担 当 課 (対前年比)

◇園芸用廃プラスチック適正処理事業費 市内施設園芸農家から排出されるプラスチック類の適正処 農政課 7,285

理のため補助金を支出 (0)

・園芸用廃プラスチック適正処理事業補助金

処理量見込 ３１０トン

◇森林機能対策事業費 森林環境の保全及び健全化を図るために要する経費 農政課 424

(▲79)

◇公園緑地管理費 中央公園、けやきの森公園等の公園緑地の維持管理に要す 都市整備課 35,803

る経費 (▲6,748)

・公園管理業務委託

中央公園、榎戸第１～第６児童公園、けやきの森公園

みどり台第１～第３児童公園、その他の公園

・けやきの森公園用地・駐車場用地賃借

◇住宅リフォーム補助事業費 住宅の機能を向上し、安心して暮らせる居住環境の確保を 都市計画課 3,000

図り、かつ、市内産業の活性化を図るため、住宅リフォー (0)

ム工事に係る費用の一部の補助

・補助額：１０万円を限度

・補助率：１／１０

・補助件数：３０件分

・補助期間：２６年度まで

◇市営住宅維持管理費 市営住宅の維持管理に要する経費 都市計画課 15,881

・修繕料 ６，３００千円 (▲2,092)

・各種業務委託 ８，３６０千円

◇下水道事業特別会計繰出金 下水道事業特別会計への繰出金 下水道課 215,157

(+23,909)

◇公共下水道汚水整備事業費 下水道汚水整備工事 下水道課 34,328

～安心快適プラン～ 補助分：榎戸地先 Ｌ＝１５５ｍ (+9,128)

単独分：面整備 Ｌ＝５０ｍ

桝設置工事

・２３年度末現在・・・供用開始区域面積 ４３５ｈａ

管布設延長 １０４Ｋｍ

◇公共下水道雨水整備事業費 大池第三雨水幹線整備工事 下水道課 1,203,348

～安心快適プラン～ 平成２４年度から２６年度継続事業 (+603,414)

推進工法３２０ｍ・シールド工法８２０ｍ・立坑２箇所

測量設計費

◇家庭用小型合併処理浄化槽設置事業費 家庭雑排水放流水質の浄化を図るため、小型合併処理浄化 環境課 14,460

～安心快適プラン～ 槽を設置する個人に対し補助金を交付 (▲6,390)

高度処理型

単独転換：２０基

汲取転換：３基

◇道路排水施設整備事業費 道路の排水整備工事 道路河川課 10,000

～安心快適プラン～ ・道路排水整備工事 (▲15,000)

◇流末排水施設整備事業費 流末排水路整備に関する調査及び工事を行う 道路河川課 10,000

～安心快適プラン～ ・流末排水路等整備工事 (▲59,293)
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予算額：千円
事 業 等 名 内 容 担 当 課 (対前年比)

◇水質対策事業費 市内河川水の水質汚濁状況の永年経過を監視し、地下水の 環境課 5,570

～安心快適プラン～ 汚濁実態を把握するため井戸水の調査を実施 (▲1,430)

・河川水質検査：鹿島川７ヶ所、高崎川６ヶ所

作田川２ヶ所（年２回実施）

・地下水水質調査：市内６０地点

◇不法投棄監視対策費 産業廃棄物等の不法投棄による環境汚染を未然に防止する 環境課 2,015

ため監視員制度を設置 (▲565)

また、既存の産業廃棄物不法投棄現場の夜間監視業務を委

託

不法投棄監視員・・・２０人

◇クリーンセンター・処分場管理運営費 クリーンセンター・最終処分場の維持管理運営等に要する クリーン 547,997

経費 センター (+68,819)

光熱費・燃料費・薬剤等の需用費 186,334千円

焼却処理施設管理業務 327,593千円

最終処分場管理業務 16,410千円

◇リサイクル推進費 ごみの減量化や資源の有効利用の推進と市民のリサイクル 環境課 1,568

～安心快適プラン～ 意識の向上を図ることを目的とし、資源ごみを適正な分別 (▲1,660)

のもとに収集した団体等に奨励金を交付

・資源回収実施協力団体

６２団体（平成２４年４月１日現在）

・資源ごみの種類

古紙類、スチール缶、アルミ缶、ビン類

◇ごみ収集処理事業費 市内から排出された一般廃棄物の収集等に要する経費及び クリーン 364,734

リサイクルすることによる最終処分場の延命化を図るため センター (+6,159)

の経費

・一般廃棄物収集業務 174,900千円

・資源物（古紙）収集業務 17,842千円

・焼却飛灰等処理業務 40,018千円

・焼却灰収集運搬処理業務 90,391千円

・容器包装プラスチック類中間処理業務 16,979千円

◇焼却炉維持修繕事業費 クリーンセンターの焼却炉施設の老朽化等に伴う修繕 クリーン 50,000

センター (▲10,000)

五の街 めざします！ 心の豊かさを感じる街

予算額：千円
事 業 等 名 内 容 担 当 課 (対前年比)

◇私立幼稚園就園奨励費補助事業費 私立幼稚園の設置者が保育料及び入園料の減免をする場合 庶務課 47,249

～次代の人づくりプラン～ に奨励費を交付 (＋4,256)

・補助単価（市民税非課税世帯）兄・姉が幼稚園児の場合

年度 第１子 第２子

２３年度 １９３，２００円 ２４９，０００円

２４年度 １９６，７００円 ２５１，０００円

２５年度 １９９，２００円 ２５４，０００円

◇私立幼稚園運営費補助事業費 私立幼稚園の健全な運営と園児の保護者の費用負担の軽減 庶務課 2,840

～次代の人づくりプラン～ を図り、幼児教育の振興を図るための経費 (▲179)

・私立幼稚園・・・八街・文化・泉・すずらん幼稚園
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予算額：千円
事 業 等 名 内 容 担 当 課 (対前年比)

◇小・中学校・幼稚園施設整備事業費 小学校（９校 、中学区（４校 、幼稚園（３園）施設の維 庶務課 11,200） ）

持管理に要する経費 (▲28,550)

・小学校施設維持管理工事 ６，０００千円

・中学校施設維持管理工事 ４，０００千円

・幼稚園施設維持管理工事 １，２００千円

○朝陽小学校改築事業費 朝陽小学校校舎等改築工事に係る経費 庶務課 210,708

～次代の人づくりプラン～ ・改築工事（解体工事他）１８９，３１６千円 (+145,010)

・改築工事監理業務 １７，０８７千円

・設計意図伝達業務 ３，２８９千円

・備品運搬業務 ８９６千円

・建築確認申請手数料 １２０千円

◇特別支援教育支援員の配置 特別支援が必要な児童に係る支援員を市内各小学校（沖分 学校教育課 24,966

～次代の人づくりプラン～ 校除く）に配置する (+5,349)

・２５年度配置支援員 １５人

・支援員の賃金 １５人分 １８，４７８千円

・支援員の共済費 １５人分 ６，４８８千円

◇小学校児童・中学校生徒援助奨励費 経済的な理由により児童・生徒に義務教育を受けさせるこ 学校教育課 39,181

～次代の人づくりプラン～ とが困難な保護者に対して、学用品費・給食費・医療費な (+2,265)

どを援助

特別支援学級へ就学する児童・生徒の保護者に対して、経

済的負担を軽減するため、その世帯に収入額等に応じ必要

な経費の一部を援助

・小学校・・・２５３人

要保護・準要保護児童就学援助費 １８，１５８千円

特別支援教育就学奨励費 ２，６４４千円

・中学校・・・１３８人

要保護・準要保護生徒就学援助費 １５，５８７千円

特別支援教育就学奨励費 ２，７９２千円

◇外国語指導助手事業費 市内各小・中学校に、外国語指導するための外国語指導助 学校教育課 15,750

～次代の人づくりプラン～ 手を派遣 (▲1,055)

・ＡＬＴ ４人 週５日

◇教育支援センター管理運営費 不登校児童・生徒に対して、必要に応じて家庭訪問し、学 学校教育課 5,885

～次代の人づくりプラン～ 校復帰ができるよう対応 (0)

・学校教育相談員 ５人

◎教育補助員配置事業費 特別に援助、配慮が必要とされる園児、児童、生徒の安全 学校教育課 46,767

確保及びいじめ等の事案から守るとともに、園や学校の生 (+46,767)

活に望ましい適応が促されることを目的に教育補助員を配

置し、園や学校で一人ひとりに対応したよりきめ細かな指

導や支援の推進を図る

・教育補助員(２６名)の配置

※緊急雇用創出事業臨時特例基金事業

◇給食補助員の配置 各小・中学校に給食配膳の補助員を配置 学校教育課 10,616

・小学校・・・１４人 ・中学校・・・４人 (+173)

◇青少年健全育成費 青少年の健やかな育成を促進するための事業を行う 社会教育課 2,739

～次代の人づくりプラン～ ・スクールコンサート(小学校４校) (▲93)

・成人式の開催

・放課後子ども教室

・通学合宿の実施による生活体験事業

◇生涯学習振興費 生涯学習推進計画を進め、いつでもどこでも誰でも学ぶこ 社会教育課 1,293

とのできる生涯学習社会の形成を推進 (▲471)

学習効果を活かすことのできる機会づくり
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予算額：千円
事 業 等 名 内 容 担 当 課 (対前年比)

◇中央公民館管理運営費 各種講座、学級等の開催による学習機会の提供、各種団体 中央公民館 17,872

の公民館使用による支援及び公民館の維持管理を行い、地 (▲1,896)

域における生涯学習の推進、公民館活動の向上発展

◎中央公民館整備事業費 施設の改修や設備の更新を行い、地域における生涯学習活 中央公民館 11,197

動の拠点としての機能の発揮に努める (+4,816)

・南棟耐震補強工事 ９，１９７千円

・北棟、南棟トイレ改修工事 ２，０００千円

◇図書館管理運営費 図書館及び移動図書館車の管理運営、図書館資料の整備 図書館 43,251

～次代の人づくりプラン～ ・貸出用図書等の購入 １０，３４７千円 (▲6,220)

◇学校給食費 市内小学校（９校 、中学校（４校）への学校給食の配食、 学校給食 511,040）

幼稚園給食供給及び学校給食センター調理場の施設、設備 センター (+511,040)

の維持管理に係る経費

・調理場維持管理費 １８，８７７千円

・調理場給食事業費 ４７８，７９５千円

・一般管理費 １３，３６８千円

※平成２４年度までは学校給食センター事業特別会計

◇スポーツプラザ管理運営費 安全かつ気持ちよくスポーツが行えるよう施設整備を行う ｽﾎﾟｰﾂﾌﾟﾗｻﾞ 24,910

～次代の人づくりプラン～ (▲5,902)

◇市民体育祭運営費 市民の健康づくりとレクリェーションに対する意識を高め ｽﾎﾟｰﾂ振興課 2,693

～次代の人づくりプラン～ るため市民体育祭を１０月に開催 (▲162)

◇ピーナッツ駅伝大会運営費 市民の体力の向上とランニングに対する意識を高め、地域 ｽﾎﾟｰﾂ振興課 884

～次代の人づくりプラン～ の融和の発展を図るためピーナッツ駅伝を１月に開催 (+5)

◇学校開放推進費 市内小中学校の校庭、運動場、プール（夏期のみ：八街北 ｽﾎﾟｰﾂ振興課 4,825

～次代の人づくりプラン～ 中、八街南中）の一般開放を行い、施設の有効活用と市民 (▲577)

の運動意識高揚を図る

◇文化財保護費 市内に所在する各種文化財の保護と活用を推進 社会教育課 901

～魅力創造プラン～ ・文化財ボランティア活動支援等 (▲62)

◇市史編さん費 市内に伝わる古文書・考古資料などの歴史資料の調査・整 郷土資料館 3,416

～魅力創造プラン～ 理 (▲248)

六の街 めざします！ 活気に満ちあふれる街

予算額：千円
事 業 等 名 内 容 担 当 課 (対前年比)

◇北総中央用水土地改良事業推進費 北総中央用水事業の推進に係る補助金及び負担金 農政課 66,091

・北総中央用水土地改良区運営補助金 11,019千円 (+241)

・北総東部用水共用施設建設費負担金 50,791千円

◇農用地利用集積円滑化事業費 農用地利用集積の円滑化を図り、耕作放棄地の解消を図る 農政課 1,000

・奨励金・・・３～５年 １０ａあたり３，０００円 (0)

６～１０年 １０ａあたり５，０００円

１０年以上 １０ａあたり７，０００円

◇産業まつりの支援 本市の産業について広く一般的に紹介し、農畜産物の共進 農政課 4,000

会・即売会を行い、市内産業の振興を図る (▲200)
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予算額：千円
事 業 等 名 内 容 担 当 課 (対前年比)

◇輝けちばの園芸産地整備支援事業費 産地自らによる新たな生産販売戦略の構築と実行、また、 農政課 10,499

高品質・安定的な生産を図るために環境保全型農業に取り (+7,406)

組む園芸産地の生産性向上に必要な施設の導入への補助

・生産力強化支援事業補助金

県補助分：総事業費＊１／４

市補助分：総事業＊１／３－県補助金

・施設：パイプハウス４件、鉄骨ハウス１件

◇環境保全型土づくり対策事業費 緑肥作物（ライ麦・エン麦・小麦）を作付けすることによ 農政課 2,800

り、土壌内の線虫抑制、雨水による土砂流失防止、砂ぼこ (▲252)

りの低減等を図る

ライ麦 １１，０００ａ エン麦 １２，０００ａ

小麦 ９１，０００ａ

◇畜産業費 優良な素畜導入により繁殖率を高め、資質の向上と畜産農 農政課 1,531

家の環境衛生及び畜産公害の防止並びに安定的な畜産物の (▲59)

供給

・畜産業振興費、畜産防疫事業費、家畜改良事業費

◇商工会議所事業補助費 商工会議所が行う商工振興対策、技術普及、金融税務対策 商工課 12,960

及び金融指導、経営指導、小規模事業等に対する補助 (0)

・八街商工会議所補助金

・小規模事業指導補助金

・八街ふれあい夏まつり補助金

◇商店街振興事業費 商店会が維持管理する街路灯の電気料及び商店会振興事業 商工課 1,903

に対する補助 (+466)

・商店会街路灯電灯料事業補助金

・商店街空店舗活用事業補助金

◇中小企業金融対策費 八街市中小企業資金融資を受けた中小企業者に対する利子 商工課 46,217

補給 (▲18,538)

・中小企業資金融資預託金 ４０，０００千円

◇市シルバー人材センター補助金 高年齢者の雇用対策・生きがい対策の一環として設置され 商工課 11,250

ている（社）八街市シルバー人材センターに対する助成 (0)

◇就労支援事業費 就労支援サイトを管理運営し、求人情報を提供することに 商工課 756

より、求職者の雇用促進を図る (0)

◇住宅リフォーム補助事業費【再掲】 住宅の機能を向上し、安心して暮らせる居住環境の確保を 都市計画課 3,000

図り、かつ、市内産業の活性化を図るため、住宅リフォー (0)

ム工事に係る費用の一部の補助

・補助額：１０万円を限度

・補助率：１／１０

・補助件数：３０件分

・補助期間：２６年度まで

七の街 めざします！ 市民とともにつくる街

予算額：千円
事 業 等 名 内 容 担 当 課 (対前年比)

◇市民参加協働事業費 市民がまちづくりに参加しやすい基盤をつくるため協働の 企画課 670

～市民との協働プラン～ まちづくりのあり方について調査・研究を行う (▲200)
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予算額：千円
事 業 等 名 内 容 担 当 課 (対前年比)

◇地区コミュニティ推進費 各区の快適なコミュニティ環境を整備し、コミュニティ活 総務課 23,001

動の健全な育成及び教育、文化活動等、市行政の発展と市 (▲258)

民福祉の推進を図るために支援

・地域集会施設建設費等補助金

コミュニティセンター建設費の補助

朝日区：５，４００千円

集会所修繕費の補助 ２７０千円

八の街 めざします！ 市民サービスの充実した街

予算額：千円
事 業 等 名 内 容 担 当 課 (対前年比)

◇議会だよりの発行 市議会の活動状況を市民へお知らせする 議会事務局 2,476

・議会だよりの発行 年４回 (+1)

◇職員研修費 職員の資質の向上や意識改革を図るための職員研修の実施 総務課 484

(▲464)

◇市税徴収事務費 市税等徴収に係る収納管理及び滞納処分等に係る経費 納税課 40,859

・市税等収納補助員（２人） ２、９４２千円 (+10,123)

・インターネット公売システム利用料 ２２１千円

・多重債務相談手数料 ５１７千円

・コンビニ収納関連経費 ４，６５２千円

（回線使用料・取扱手数料・データ管理加工業務）

○市民税課税事務費 市民税の賦課業務を適切かつ円滑に遂行する経費 課税課 17,499

エルタックス初期導入費 ２，６２５千円 (+2,351)・

給与支払報告書・公的年金等支払報告書の電子データ

による提出義務の創設に伴う導入

◇印旛郡市広域市町村圏事務組合費 印旛郡市広域市町村圏の振興整備や効率的な行政運営を推 企画課 24,956

進するため、本市を含む７市２町で構成する当該事務組合 (▲268)

で市町村職員の共同採用試験や共同研修、病院群輪番制方

式による第二次救急医療関係事務などを実施

◇八富成田斎場費 八街市、富里市、成田市の３市で共同運営の斎場経費 環境課 32,635

・均等割・・・ ７，０７４千円 (+915)

・人口割・・・ ６，２６５千円

・利用割・・・ １９，２９６千円

◇公文書公開、個人情報保護関係費 公文書公開審査会及び個人情報保護審査会経費 総務課 84

・公文書公開審査会委員 ５人 (0)

・個人情報保護審査会委員 ５人

◇広報費 市民の行政ニーズの多様化、高度化に対応するため、広報 秘書広報課 9,918

～市民との協働プラン～ 紙やホームページにより、市民へ行政情報を知らせる (▲2,759)

・広報やちまた(月２回)の発行

◇電算管理費 総合行政情報システム・各種システムの運用及び管理 情報管理課 190,365

～市民との協働プラン～ システム賃借及び保守 (+74,277)

平成２５年１月～平成３０年１２月まで

○契約事務費 入札参加資格審査及び契約事務に係る経費 財政課 5,124

・ちば電子調達システム導入にかかる経費 4,498千円 (+4,455)

平成２６年度から運用

入札参加資格申請及び審査窓口の一元化による市の

審査事務の効率化



（１）　歳入予算

増減額 伸率(%)

予算額　Ａ 構成比(%) 予算額　Ｂ 構成比(%) Ａ－Ｂ＝Ｃ Ｃ／Ｂ×１００

1 市 税 6,921,576 34.8 6,820,123 35.1 101,453 1.5

2 地 方 譲 与 税 205,000 1.0 207,000 1.1 -2,000 -1.0

3 利 子 割 交 付 金 15,000 0.1 19,000 0.1 -4,000 -21.1

4 配 当 割 交 付 金 12,000 0.1 15,000 0.1 -3,000 -20.0

5 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 4,000 0.0 5,000 0.0 -1,000 -20.0

6 地 方 消 費 税 交 付 金 587,000 2.9 635,000 3.3 -48,000 -7.6

7 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 16,000 0.1 13,000 0.1 3,000 23.1

8 自 動 車 取 得 税 交 付 金 63,000 0.3 80,000 0.4 -17,000 -21.3

9 地 方 特 例 交 付 金 40,000 0.2 30,000 0.2 10,000 33.3

10 地 方 交 付 税 3,844,000 19.3 3,810,000 19.6 34,000 0.9

11 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 8,000 0.1 9,000 0.0 -1,000 -11.1

12 分 担 金 及 び 負 担 金 201,470 1.0 190,890 1.0 10,580 5.5

13 使 用 料 及 び 手 数 料 278,822 1.4 349,270 1.8 -70,448 -20.2

14 国 庫 支 出 金 3,127,973 15.7 2,977,815 15.4 150,158 5.0

15 県 支 出 金 1,329,684 6.7 1,304,020 6.7 25,664 2.0

16 財 産 収 入 5,495 0.0 4,253 0.0 1,242 29.2

17 寄 附 金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

18 繰 入 金 911,699 4.6 924,131 4.8 -12,432 -1.3

19 繰 越 金 100,000 0.5 100,000 0.5 0 0.0

20 諸 収 入 547,380 2.7 320,197 1.7 227,183 71.0

21 市 債 1,696,900 8.5 1,566,300 8.1 130,600 8.3

19,915,000 100.0 19,380,000 100.0 535,000 2.8
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（単位：千円）

平成２４年度平成２５年度

１　一般会計当初予算案の概要 《資料》

区　　　　　分

歳　入　合　計



（２）　歳出予算

ア　性質別歳出予算

増減額 伸率(%)

予算額　Ａ 構成比(%) 予算額　Ｂ 構成比(%) Ａ－Ｂ＝Ｃ Ｃ／Ｂ×１００

1 人 件 費 4,404,550 22.1 4,258,032 22.0 146,518 3.4

2 物 件 費 3,438,935 17.3 2,942,398 15.2 496,537 16.9

3 扶 助 費 4,983,004 25.0 4,839,721 25.0 143,283 3.0

4 維 持 補 修 費 108,350 0.5 128,119 0.7 -19,769 -15.4

5 補 助 費 等 1,876,386 9.4 1,863,542 9.6 12,844 0.7

6 公 債 費 2,476,178 12.4 2,518,048 13.0 -41,870 -1.7

7 積 立 金 9,163 0.0 441 0.0 8,722 1977.8

8 投 資 ・ 出 資 及 び 貸 付 金 104,951 0.5 129,902 0.7 -24,951 -19.2

9 繰 出 金 1,627,618 8.2 1,834,902 9.5 -207,284 -11.3

①国民健康保険特別会計 442,689 2.2 432,738 2.2 9,951 2.3

②後期高齢者医療特別会計 475,646 2.4 448,841 2.3 26,805 6.0

③ 介 護 保 険 特 別 会 計 494,084 2.5 424,371 2.2 69,713 16.4

④学校給食センター事業
特 別 会 計

0 0.0 337,664 1.7 -337,664 -100.0

⑤ 下 水 道 事 業 特 別 会 計 215,157 1.1 191,248 1.0 23,909 12.5

⑥ 土 地 開 発 基 金 42 0.0 40 0.0 2 5.0

10 普 通 建 設 事 業 865,566 4.3 842,729 4.3 22,837 2.7

① 補 助 事 業 費 389,648 2.0 48,350 0.2 341,298 705.9

② 単 独 事 業 費 475,918 2.4 794,379 4.1 -318,461 -40.1

11 災 害 復 旧 費 1 0.0 1 0.0 0 0.0

① 補 助 事 業 費 0 0.0 0 0.0 0 0.0

② 単 独 事 業 費 1 0.0 1 0.0 0 0.0

12 予 備 費 20,298 0.1 22,165 0.1 -1,867 -8.4

19,915,000 100.0 19,380,000 100.0 535,000 2.8
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イ　目的別歳出予算

増減額 伸率(%)

予算額　Ａ 構成比(%) 予算額　Ｂ 構成比(%) Ａ－Ｂ＝Ｃ Ｃ／Ｂ×１００

1 議 会 費 242,353 1.2 245,835 1.3 -3,482 -1.4

2 総 務 費 2,048,754 10.3 1,974,694 10.2 74,060 3.8

3 民 生 費 7,794,332 39.1 7,646,462 39.4 147,870 1.9

4 衛 生 費 2,262,497 11.4 2,288,521 11.8 -26,024 -1.1

5 農 林 水 産 業 費 259,373 1.3 257,557 1.3 1,816 0.7

6 商 工 費 126,809 0.6 149,530 0.8 -22,721 -15.2

7 土 木 費 1,323,458 6.6 1,261,069 6.5 62,389 4.9

8 消 防 費 1,258,090 6.3 1,260,618 6.5 -2,528 -0.2

9 教 育 費 2,102,815 10.6 1,755,460 9.1 347,355 19.8

10 災 害 復 旧 費 1 0.0 1 0.0 0 0.0

11 公 債 費 2,476,178 12.4 2,518,048 13.0 -41,870 -1.7

12 諸 支 出 金 42 0.0 40 0.0 2 5.0

13 予 備 費 20,298 0.1 22,165 0.1 -1,867 -8.4

19,915,000 100.0 19,380,000 100.0 535,000 2.8
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２ 平成２５年度特別会計予算の概要

名 称 国民健康保険特別会計

９，４７２，７４２千円（対前年比 589,829千円,6.6％増）予 算 額

【目的】

国民健康保険法の規定に基づく、八街市国民健康保険事業に係る予算。

本予算には、医療費のうち、自己負担額を除いた療養給付費、療養費、

高額療養費や後期高齢者医療制度に対する拠出金、特定健康診査などの経

費と、その財源となる国民健康保険税、国県支出金、一般会計からの制度

内繰入金などを計上している。

【予算の概要】 単位：千円、％

対前年度

主 な 項 目 予算額 差引額 増減率（歳出）

総 務 費 44,032 △ 258 △ 0.6

本年度の主な 保険給付費 6,299,054 541,082 9.4

事 業 内 容 うち一般被保険者療養給付費 5,046,811 456,980 10.0

うち退職被保険者等療養給付費 424,071 △ 5,493 △ 1.3

後期高齢者支援金 1,346,412 3,338 0.2

介護納付金 634,594 43,853 7.4

共同事業拠出金 1,081,463 1,440 0.1

保健事業費 48,042 △ 363 △ 0.7

うち特定健康診査等費 40,167 △ 2,588 △ 6.1

（歳入）

国民健康保険税 2,472,727 20,066 0.8

うち一般被保険者国民健康保険税 2,294,129 22,217 1.0

国庫支出金 2,946,275 236,088 8.7

うち療養給付費等国庫負担金 2,178,518 173,098 8.6

うち財政調整交付金 704,494 64,937 10.2

療養給付費交付金 485,189 33,552 7.4

前期高齢者交付金 1,329,123 131,347 11.0

県支出金 679,378 133,553 24.5

共同事業交付金 1,101,749 25,272 2.3

繰入金（全額一般会計繰入金） 442,689 9,951 2.3
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名 称 後期高齢者医療特別会計

３７４，９０３千円（対前年度比 4,472千円、1.2％の増）予 算 額

【目的】

高齢者の医療の確保に関する法律の規定に基づく、八街市後期高齢者

医療保険事業に関する予算。

本予算の主なものは、被保険者から特別徴収、普通徴収により徴収し

た保険料及び低所得者等の保険料軽減分の公費負担分である基盤安定負

担金を、千葉県後期高齢者医療広域連合に納付するものである。

【予算の概要】 単位：千円、％

対前年度
主 な 項 目 予算額

（歳出） 差引額 増減率

総 務 費 3,217 369 13.0

本年度の主な 後期高齢者医療広域連合納付金費 369,185 4,103 1.1

事 業 内 容 諸支出金 1,501 0 0

予 備 費 1,000 0 0

（歳入）

保 険 料 278,450 △ 537 △ 0.2

特別徴収保険料 165,762 △ 18,809 △ 10.2

普通徴収保険料 112,688 18,272 19.4

繰 入 金 91,959 4,984 5.7

事務費繰入金 3,225 344 11.9

保険基盤安定繰入金 88,734 4,640 5.5

繰 越 金 2,000 0 0

諸 収 入 2,494 25 1.0
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名 称 介護保険特別会計

３，７１５，２５６千円（対前年度比 561,635千円、17.8％増）予 算 額

目的】【

八街市高齢者福祉計画・介護保険事業計画に基づき、介護保険事業（保険

給付費・地域支援事業）を実施する。

保険給付費は、第５期介護保険事業計画に基づいた介護保険サービスの保

険給付事業を実施する。

地域支援事業は、保険者が実施することとされており、介護予防事業と包

括的支援事業、任意事業の３つに区分され、介護予防事業は、被保険者が要

支援・要介護状態にならないよう普及啓発事業を実施する。包括的支援事業

は、高齢者の総合相談や権利擁護等の取り組みにより高齢者の生活する地域

を包括的に支援する。任意事業では、高齢者福祉施策で実施していた、おむ

つの配布や配食サービスなどの各種事業を実施する。

介護保険料については、第５期事業計画期間（平成２４年度から平成２６

年度）について、現行の７段階８区分から８段階１０区分とし、被保険者の

負担能力に応じたきめ細かい保険料負担段階を設定する。

本年度の主な

事 業 内 容 【予算の概要】 単位：千円、％

対前年度

主 な 項 目 予算額
差引額 増減率

（歳出）

総務費 31,443 813 △ 2.5△

保険給付費 3,634,014 561,346 18.3

地域支援事業費 47,297 3,512 8.0

その他 2,502 2,410 △ 49.1△

（歳入）

保険料 765,232 38,613 5.3

国庫支出金 835,935 195,136 30.5

支払基金交付金 1,056,037 163,075 18.3

県支出金 561,325 96,883 20.9

繰入金 494,085 69,713 16.4

その他 2,642 1,785 △ 40.3△
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名 称 下水道事業特別会計

予 算 額 １，８８５，８９５千円（対前年比 504,067千円、36.5%増）

【目的】

市街地及びその周辺地域における汚水と雨水の適正処理を目的とする下水

道事業に係る予算であり、汚水管布設等の面的整備による汚水処理区域の拡

大と雨水の浸水対策の実施により、公衆衛生と生活環境の向上を図ろうとす

るものである。

【主要事業】

大池第三雨水幹線整備事業は、平成２４年度から２７年度までの継続費と

し、平成２５年度は、立坑２箇所、推進工法で３２０メートル、シールド工

法で８２０メートルの整備を進め、併せて雨水枝線整備工事も実施する。

その他の下水道建設事業においては、マンホール蓋長寿命化のための計画

を策定するほか、公共下水道の未普及地域の解消を図るため、汚水枝線整備

工事を実施する。

主要事業

本年度の主な １．大池第三雨水幹線整備事業 974,933千円

２．マンホール蓋長寿命化計画策定業務 10,000千円

事 業 内 容 ３．公共下水道汚水枝線整備工事 16,128千円

【予算の概要】 単位：千円、％

対前年度

主 な 項 目 予算額
差引額 増減率

（歳出）

下水道事業費 1,476,079 620,257 72.5

総務管理費 158,413 13,180 9.1

下水道建設費 1,317,666 607,077 85.4

公 債 費 408,816 △ 116,190 △ 22.1

予 備 費 1,000 0 0

（歳入）

分担金及び負担金 5,390 △ 1,310 △ 19.6

使用料及び手数料 239,309 △ 6,880 △ 2.8

国 庫 支 出 金 523,085 363,085 226.9

繰 入 金 215,157 23,909 12.5

繰 越 金 5,000 △ 5,000 △ 50.0

諸 収 入 162,254 △ 36,337 △ 18.3

市 債 735,700 166,600 29.3
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名 称 水道事業会計

予 算 額 １，４９５，８３８千円（対前年比 △563,331千円、27.4％減）

【目的】

水道法に基づく水道事業に係る予算であり、安心・安全で安定した水道

水の供給を確保する。

主な事業は、老朽管（石綿セメント管）更新事業として、国道４０９号

の八街十字路付近他３件の老朽管更新工事を実施することにより有収率の

向上に努める。

主な事業：老朽管（石綿セメント管）更新事業

【予算の概要】

単位：千円、％

本年度の主な 対前年度

事 業 内 容 主 な 項 目 予算額
差引額 増減率

（歳出）

営業費用 965,016 △ 7,959 △ 0.8

営業外費用 92,558 4,381 5.0

予備費 1,000 0 0

建設改良費 189,334 △ 606,034 △ 76.2

企業債償還金 247,930 46,281 23.0

（歳入）

水道料金 872,364 27,207 3.2

企業債 120,400 △ 608,990 △ 83.5

一般会計負担金 140,203 △ 1,125 △ 0.8

その他 109,164 △ 11,901 △ 9.8




